
 

 

 

第１５７回教育研究評議会議事要録 

 

日  時 平成３０年４月９日（月）１４時０５分から１５時１３分まで 

場  所 本部棟５階 大会議室 

陪  席 千家監事 

欠席者  なし 

 

議事に先立ち，学長から，新評議員及び新任の部長の紹介があった。 

続いて，学長から，平成３０年４月９日未明に発生した島根県西部を震源地とする地震につい

て，本学の被災状況等の報告があった。 

次に，第１５６回教育研究評議会議事要録について議決された。 

 

議  題１．国立大学法人島根大学総合戦略会議規則の制定について 

   学長から、資料１により、国立大学法人島根大学総合戦略会議規則の制定について説明が

あり，原案どおり議決された。 

  

議  題２．学長選考会議委員の選考について 

藤田理事から、資料２により、島根大学学長選考会議規則第２条第１項第２号に基づき，

任期満了で退任した委員の後任２名を選出することが説明され，法文学部長である田中評議

員及び教育学部長である加藤評議員の推薦があり，異議なく議決された。 

 

報告事項 

学長から，報告事項については，「会議の効率的な開催について（申し合わせ）」に基

づき特に説明が必要な事項について報告する旨の説明があり，以下について報告があっ

た。 

報告事項２「平成３０年度計画について」は秋重理事から、資料４により報告があっ

た。 

報告事項３「日立金属（合金組織制御）共同研究講座の設置について」は秋重理事か

ら，資料５により報告があった。 

報告事項４「平成３０年度国立大学法人島根大学予算編成方針及び予算配分について」

は吉田理事から，資料６により報告があった。 

報告事項５「平成３０年度入試実施結果について」は荒瀬理事から，資料７により報

告があった。 

報告事項７「公的研究費等の不正使用防止に係るコンプライアンス教育の受講状況に

ついて」は吉田理事から、資料９により報告があった 

報告事項８「平成 30 年度国立大学法人運営費交付金の重点支援の評価結果の公表に

ついて」は吉田理事から、資料 10 により報告があった。 

報告事項９「島根大学支援基金に係る平成２９年度受入額等について」は藤田理事か

ら資料 11 により報告があった。 



 

 

 

報告事項その他「地方大学・地域産業創生事業について」は秋重理事から資料 12 に

より報告があった。 

 

最後に法文学部長から，山陰中央新報（平成３０年４月４日付）において人文社会科学研

究科修士課程を解消すると報道されていることについて確認があった。学長から，人間科学

部に所属する学生の卒業に合わせ，自然科学研究科と同様に，現在の人文社会科学研究科を

改組し文系新研究科の設置を検討していることを記者会見において説明したにも関わらず，

本学の方針とは異なる趣旨のものが報道されたものとの回答があり，併せて，文系新研究科

の設置については執行部と関係学部とで今後進めていきたいとの説明があった。 

大谷評議員から，新聞報道による市民の誤解を解く必要があるのではないかとの意見があ

った。 

 


